
３ 緊急時の対応のための体制づくり 

アナフィラキシーは、非常に短時間のうちに重篤な状態に陥ることがあります。緊急時に適切な対

応ができるよう、あらかじめ決めておいた救急及び緊急連絡体制に沿って、管理職のリーダーシップ

の下、全教職員が適切な役割を分担し、一丸となって対応できる体制を整備しておく必要があります。 

＜危機管理マニュアル例＞ 

１ ．児童生徒等の安全確保・生命維持最優先 

２ ．冷静で的確な判断と指示 

３ ．適切な対処と迅速正確な連絡、通報 

《方針》 
事件・事故・災害 

発生 

・発生した事態や状況の把握 

・不審者等の侵入防止や退去のための対応、児童生徒等の安全確保 

・傷病者の症状の確認(意識、心拍、呼吸、外傷、出血等) 

・心肺蘇生法などの応急手当(現場で直ちに) 

・協力要請や指示、ＡＥＤの要請 

＊必要と判断したら、速やかに 110 番、119 番通報
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◆保護者への連絡対応 

迅速、誠意 
◆学校医への連絡 

助言協力要請等
◆教職員への対応 

共通理解
◆児童生徒等への指導等 

冷静な対応、ﾒﾝﾀﾙｹｱ
◆教育委員会への連絡 

逐次報告
◆警察への連絡対応 

協力要請他
◆報道機関への対応 

窓口の一本化
◆その他必要な対応 
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